




 



 

 



 







　インフルエンザの流行期となり、１月に、広島県にもインフ

ルエンザ警報が発令されました。当院においても、お見舞い・ご

面会など来院の方々にマスクの着用や手の消毒をお願いして

おります。厚生労働省は、＜あ、その咳、そのくしゃみ　〜咳エ

チケットしてますか？〜＞　という標語を掲げて、「咳エチケ

ット」としてのマスクの着用の普及啓発に取り組んでいます。

また、外出後の手洗い（石けんも消毒薬も有効です。）、うがい、

室内の適度な湿度（50-60%）を保って、のどの粘膜の防御機能

を低下させないことも重要です。

　さて、わが国のインフルエンザは、毎年11月下旬から12月上

旬ごろに発生が始まり、翌年の1-3月頃にその数が増加、4-5月

にかけて減少していくパターンです。発熱・頭痛・全身の倦怠感・

筋関節痛などが突然現れ、咳・鼻汁などが相前後して続き、約１

週間で軽快するのが典型的なインフルエンザの症状です。その

他のいわゆるかぜ症候群に比べて全身症状が強いのが特徴です。

診断には、ベッドサイドや外来でインフルエンザウイルス抗原

を検出するための迅速診断キットが利用されています。

　インフルエンザワクチンは、わが国では、毎年インフルエン

ザシーズンの終わり頃にWHO（世界保健機関）からの情報や日

本国内の流行情報などに基づいて、次シーズンのワクチン株が

選定され、製造開始されます。現在はA型の香港型（H3N2亜型）、

A型のソ連型（H1N1亜型）、B型の3種のインフルエンザウイル

スが、世界中で共通した流行株となっているので、この3種類

の混合ワクチンです。インフルエンザワクチンは、発病を確実

に阻止するほどの効果は期待できませんが、罹患した場合の重

症化防止に有効です。

　インフルエンザに対する特異

的な治療として、抗インフルエン

ザウイルス治療薬が使用されてい

ます。なかでも、リン酸オセルタミビル（商

品名タミフル）、ザナミビル（商品名リレンザ）

は、発症後48時間以内に服用することにより、合併症のないイ

ンフルエンザでの罹病期間を短縮することが確認されていま

すが、小児・未成年者においては、異常行動がでないかどうか、

経過観察しておくべきであるとされています。その他、15歳未

満の方には、解熱剤の使用にも注意が必要です。

　また、諸外国と同様にわが国でも、オセルタミビル（タミフル）

耐性のA型のソ連型インフルエンザウイルスが分離されてい

ます。薬剤耐性のインフルエンザウイルスは、本来有効である

治療薬に対し有効性の低下（耐性）を示しますが、薬剤耐性のウ

イルスだから病原性が強くなるという事はなく、現在のところ

薬剤耐性のウイルスが通常のインフルエンザウイルスに比較

して病状が悪化しているということはありません。

　最後に、新型インフルエンザについてですが、毎年人の間で

冬に流行するインフルエンザとは異なり、動物、特に鳥類のイ

ンフルエンザウイルスが人に感染し、人の体内で増えることが

できるように変化し、人から人へと効率よく感染できるように

なったもので、このウイルスは人間界にとっては未知のウイル

スであり、ほとんどの人は免疫を持っていないため、世界的大

流行（パンデミック）を起こす危険性がありますが、現時点で、

新型インフルエンザの発生は確認されていません。

　　　　　　




